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困難（修正 Borg scale：以下 Borg）の他、呼吸運動（息止め呼吸曲線の変化）、息止め
時間、皮膚電気抵抗反応（ GSR）、経皮的動脈血酸素飽和度（ SPO2）とし、心理評価は質
問紙（HADS、PCS）にて課題前後に実施した。手続きは 1 回目に安静課題または運動課題
後、息止め課題を実施し 24 時間以上空けた 2 回目は 1 日目に実施しなかった課題後、息
止めを実施した。課題順はランダムに決定した。運動は測定実施前に HRR 法にて目標心




間[秒]は安静時 41.3±10.3、運動後 42.3±12.4、息止め限界時の Borg は安静時 7.3±
1.4、運動後 7.1±1.6、SPO2[％]は安静時 95.2±0.6、運動後 95.3±0.4 であり、これら
は有意差が認められなかった。HADS、PCS では運動後の PCS 反芻のみ有意に低下した（P
＜0.05）。GSR は安静時、運動後ともに息止めによる呼吸困難の増強に伴い有意に増加し




大脳辺縁系活動が賦活したと考えられた。しかし、PCS 反芻と GSR に相関は認められず、
大脳辺縁系の活動は今回の心理評価には関連しなかった。運動後の呼吸困難の増強は大
脳辺縁系を賦活させるが、運動後は破局的思考（PCS 反芻）が低下したため、脳活動に
おいて大脳辺縁系以外の領域を含め呼吸困難を評価する必要が考えられた。 
【結論】安静時および運動後の呼吸困難の増強は、神経生理学的反応と呼吸運動に差を
示さなかったが、運動後の心理状態評価では破局的思考を改善させた。  
